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まちづくりコーディネーター 登録シート（閲覧用）① 

フ リ ガ ナ サクライ ジュン 写真 

3.5×4.5cm 

氏 名 櫻井淳 

派 遣 希 望 区 ☑市内全域   

支援専門分野（注１） 支援専門分野の内容 

ルール又は 

プランづくり等 
〇 

地域まちづくりプラン  地域まちづくりルール 

地区計画  建築協定  景観計画  景観協定 

まち普請事業 

その他地域のまちづくりに関する計画 

市街地開発事業等 

 
〇 土地区画整理事業    市街地再開発事業 

防災まちづくり等 〇 
横浜市の制度を活用した地震火災対策 

密集市街地の改善  防災・減災の指導 

その他 

得意とする分野 

（複数選択可） 

地域福祉（高齢者・障がい者・子育て支援等）  防犯  水・緑・環境 

歴史・文化・アート  空き家・空き地の利活用  商店街活性化 

狭あい道路整備  耐震改修  共同建替  コミュニティの再生 

地域の活動拠点運営 地域交通サポート事業 ICT・WEBの活用その他（芸術不動） 

支
援
専
門
分
野
に
関
す
る
支
援
の
実
績
等 

支援専門分野

の内容・支援

可能なテーマ 

地区名 時期 

支援内容等 

※ 支援の成果も含め、できるだけ具体的にお書き

ください。（200 文字以内かつ９行以内） 

地域まちづく

り・地域まち

づくりプラ

ン、まち普請

事業、NPO

づくり、安全

安氏のまちづ

 

初黄 日の出

地区 

平成18年～23

年度 

平成 18 年から初黄・日の出地区環境浄化推進協議会
を支援し、安全・安心のまちづくりをコーディネータ
ーしてきた。平成 19 年に横浜市大と連携したコがネ
ックスラボを立ち上げ、平成 21 年には NPO 法人黄
金町エリアマネージメントセンターの設立をサポー
トし、黄金町バザールによるアートと連携したまちづ
くりを行ってきた。現在も NPO 法人の理事として地
域づくりを支えている。「まち普請・階段広場」 

地域のまちの

ルールづくり

（まちづくり

協定・地区計

画） 

新羽駅前地区

街づくり協議

会 

平成 10 年～現

在に至る 

平成 10 年から、建築協定の支援から始まり、平成
12 年には既成市街地での地区計画の策定を支援
した。これによって、準工業地域の近隣商業への用
途変更が出来、その後この地区計画を補完するま
ちづくり協定策定を支援し、さらにこの地区での
アートウオークやポケットパークの整備をまち普
請事業の支援し、放置自転車対策等の先進的取り
組みに協力している。 

（注意）支援専門分野は、横浜市まちづくりコーディネーター等及びまちづくり支援団体の登録等に関する要綱の

別表第１を参照してください。要綱様式第１号-２ 

 

 

※注意：このシートは横浜市の 
ホームページ等で公開されます。 



  まちづくりコーディネーター 登録シート（閲覧用）② 
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支援専門分野の内

容・支援可能なテ

ーマ 

地区名 時期 

支援内容等 

※ 支援の成果も含め、できるだけ具体的にお書

きください。 

（200 文字以内かつ９行以内） 

地域のまちづく

り、ルールづく

りと景観形成 

元町地区 平成10年～15

年 

元町 SS 会の第 3 期ライブタウン事業整備のデ
ザインコーディネートや街路デザインの実施設
計を行い、同時に元町地区の地区計画に係わり、
補完するまちづくり協定も支援した。 

商店街活性化 栄・天神橋

商店街 

平成10年～15

年 

栄区天神橋商店街は、環状 4 号道路拡幅に伴い、

移転する店舗に関して、代替地へ集約開発を行い

商店街の拠点形成を行った、これには栄区区政推

進課、経済局との連携を行いつつ、平成 15 年に

パセアル本郷台として完成した。 

まち普請事業 金沢区 

・西柴地区 

・ほっこり 

・六浦東 

 

・平成 21 年 

・平成 23 年 

・平成 27 年 

・西柴はコミュニティカフェの草分けさくら茶屋の

支援をし、湘南八景の「ほっこり」は自治体が事業

としてコミュニティカフェの立ち上げを支援した。

六浦東は人材マップの活用と空き家の活用例とし

て耐震補強と共に自主改修の普請事業の事例とし

て挙げられる。・このほかに、まち普請事業のコミュ

ニティカフェ支援の事例は多く、南区の「思いやり

隊」港南区の「ICOCCA」等があり、港北区の「お

へそ」等地域コミュニティづくりの支援が多い。 

 福祉のまちづくり 関内駅周辺

地区 

平成10年～14年

（重点地区） 

平成 15 年～現在

（NPO法人横濱ジ

ェントルタウン俱

楽部） 

平成 10 年から、関内駅周辺で福祉の街づくり重点

推進地区が始まり、福祉の街づくりの支援をしてき

た。5 年後にこの活動をもとに伊勢佐木町 12 丁目

商店街や馬車道商店街と一緒に障害者や市民と共

に活動できる「横濱ジェントルタウン俱楽部」を立

ち上げ、現在は NPO として様々な地域活動を行っ

ている。横浜中心市街地の触る地図づくりや観光資

源のバリフリー化等。 

 

 

自身の考えるコーディネーターの役割とまちづくりのポイント（500 文字以内）  

まちづくりから建築の設計まで一貫してコンサルティング出来る強みを持っている。まちづくりは、地域に

よって様々な課題があり、地域の資源である自然や人的資源もあり、地域の特性に合わせた課題解決策を探る

べきです。特に地域の課題解決する場合、重要なことは、誰ひとりとり残さないことが重要です。課題解決し

ているつもりが、課題を大きくしてしまったり、情報は出来るだけオープンして、誰もが担い手になれる環境

形成が大事なようです。  

これまで地域づくりをしてきて、多くのことを地域の人に学ばしていただきました。例えば、「さくら茶屋」

には、仕事を作りながら、人づくりをして行く。大きな展望を持ちながら、現実にはしたたかに行動していく。

コンサルティングをしている自分がされているのに気づきます。地域の宝を一緒にさがしませんか。あなたの

地域にはまだまだ発見していない大きな宝が隠れているかもしれません。 

要綱様式第１号-２ 

※注意：このシートは横浜市の 
ホームページ等で公開されます。 


